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「 時あ間あ」あにあつあいあてあ考あえある 

 
                                  
島高生の「Ｓ」は「Science 」のＳ。「時間」について、改めて考えてみたい。  

     Ẽ ⌐╙ ≢  

   無色透明・無味無臭、そもそも「時間」って何なのか。おそらく原始のヒトも、日々

の生活の中で、過ぎ去った過去と、来るべき未来についての認識はあったと思う。しかし、

過去と現在、さらに未来をつなぐ実体のない「時間」という概念を考え出した人は、まさに

畏るべし。平成２８年が明けた。３０年近くにもなると、「昭和は遠くなりにけり」の感が

強い。高浜虚子７６歳の句に「 去 年 今 年 貫 く 棒 の 如 き も の 」があるが、小賢しい人知を

超えた野太さを感じる。ただ流れ続ける時間に、何時間何分何秒、何年何月何日と区切り

を付けたのは人間の知恵である。時計の秒針で１秒ずつ刻みながら進むタイプのものが多い

が、時間そのものは、一瞬たりとも止まることなく、過去から未来に向かって一定の速さで

流れ続けている。「今」は瞬時にして「過去」となり、「過去」が再び「今」となる可逆性

はない。だから時間は貴重であり、「Time is money」や「一寸の光陰軽んずべからず」の諺が

生まれたのだと思う。その価値ある時間が、時代や国、人種や宗教、社会的地位や経済的

格差に関係なく、誰にも平等に、いやすべての自然や全宇宙に普遍的に与えられていること

が興味深い。 

Ẽ ≤⇔≡─  

 一方で、時と場合によって時間の速さや濃淡に違いがあるのは、誰しも経験していること

である。退屈な授業はやたらと長く感じるし、好きなことに没頭していたら、あっという

間に時間が過ぎる。無為に流れる時間もあれば、生涯忘れ得ぬ愛しい時間もある。とりわけ

島原高校で過ごした３年間は、後から振り返れば「濃密な時間」として思い出されるのでは

ないだろうか。時間の使い方には、それぞれの価値観が反映されると思う。等しく享受した

「時間」を、生かすも殺すもその人次第。一つの節目に立つとき、「時間とは何か、どう

生かすか」を考えるのも悪くない。  
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校 長 北 浦 剛 資 

校長随想  
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                １月 2 ７日（水）、第３９回校内マラソン            

               大会が実施されました。 

                雪のために２６日（火）から順延となりま

したが、当日は天候に恵まれ、絶好のマラソ

ン日和となりました。 
 
島原市営陸上競技場外周を、男子は８㎞、女子は５㎞走りました。アップダウンの

激しいコースに苦しい表情を見せながらも、生徒たちは懸命にゴールを目指しました。

上位入賞を目指して必死に走る者、完走を目指してマイペースで走る者など様々でし

たが、それぞれの目標に向かって走り切り、無事大会を終えることができました。 
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ゴール後は学校に戻り、保護者の方々が前日から準備してくださっていた豚汁を

頂いて、疲れた体を癒すことができました。 

炊き出しにご協力いただいた保護者の皆様、本当にありがとうございました。 
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